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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言

　此の研究は1950年以来当研究室に於て引続き実施中の作物の耐寒性研究の一部である．既に報告

しすこ甘藷其の他の研究成果から各種作物共にその耐寒性には，相当の品種間差異の存する事加明か

であり，従って山間冷涼地帯に於ける參作の作付け，多毛作地帯に於ける促成及び抑制栽培等に於

ては，作物の種類の選択と共に供用品種の選択に当っでも，耐寒性は軽覗する事の出来ない重要特

性の一つであると云えよう．ところで同一品種であっても，その生育の時期によって耐寒性にかな

りの変動があるのではなかろうかと思われる点炉ある．即ち蔵寒期にはさし7こる寒害の認められな

･かっすこ參作物が春季の生育再開後晩霜によって著しい寒害を被る事例は少くない．従って耐寒性の

彊弱の判定は或る一時期のみの治定で足るか否か，一つの問題であろう．著者は本研究に於て參作

物の一例として蚕豆を探り上げ，この点の嶮討を試み7こ．

　本研究の実施に当って御指導を賜っすこ井上重陽博士並びに実験に協力せられ7こ前田和美君に深く

感謝の意を表する．

　　　　　　　　　　　　　　　材料及び方法

　供試品種は中謳蚕豆，お了こふく蚕豆，あんこ蚕豆，緑蚕豆，さぬき蚕豆，青ﾒﾘ蚕豆の６品種であ

って1952年11月10日播種，生育中のものについて，１月15日を中心に１週間に亘って第１回嶮定，

３月１日を中心に１週間内に第２回，４月12日を中心と･してｉ週間内に第３回，５月'22日を中心と

して１週間内に第４回の調査を行っ7こ．第１回は各茎の先端第３葉，第２回以後は各茎の先端より

数えて第２複葉の頂葉をとり，低温恒温器に入れて各所定温度に於て凍害斑点の現れ始める迄の時

間を測定しﾌﾆ．嶮定温度の間隔は1°Ｃ.とし処理時間は５分きざみとして，各温度５回宛反複実施

して平均凍害時間を算出，此の時間の長短を以て耐寒性の強弱を表す事としﾌﾆ．

　　　　　　・●　　　　　　　　実　　験　　成　　績

４期に亘る凍害嶮定の結果は第１表～第４表及び図1～IVの通りである．

　　　　　　　　　　　第１表第１回調査凍害時間表
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　、第２表第'2回調査凍害時間表
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第３表･第３回調査凍害時間表
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　第１表に依れば，６品種申最も寒冷に強い品種は申請蚕豆であって, -10°Ｃに於て40分にして

初めて被害炉現れ，－8°Ｃでは100分以上も耐える事炉出来仁最も弱い青刈蚕豆は－10°Ｃに於て

は18分にして既に凍害斑点を生じ，－８ｏＣに於ても１時間強で被害がめつ7こ．あんこ蚕豆と緑蚕豆

は甚ゼ近似の耐寒性を示して申請蚕豆と青刈蚕豆の中間に位し，おたふく蚕豆はあんこ蚕豆より梢

強く，さぬき蚕豆は緑蚕豆より梢弱かっ7こ．

　３月に入ると，第２表の通り各品種共に，耐寒性は梢低下する炉最強は依然申祗蚕豆であって･，

－10°Ｃで27分，－8°Ｃで39分，－6°Ｃでは196分経過して後凍害が現れているが，最も辿い青刈蚕

豆は－100Cでは12分，－8°Ｃで22分，－6°Ｃに於ても89分で夫々凍害を受けている．あんこ･蚕豆と

緑蚕豆は前回と同じく相似の強さを以て中間に位し，おすこふく蚕豆は此の二者より梢強く，さぬき，
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蚕豆は梢弱い結果を示した事も

前回と同様である．

　４月の調査成績では，前２回

に比較して各品種共に，著しい

耐塞性の低下を詔めす二．即ち－

100Cに於ては全品種５分間で

著しい凍害を現し，－8°Ｃに於

ても全品種10分以内に被害炉あ

り，第１回調査時－７ｏＣに於て

は６時間を経過しても無被害の

各品種が第３回調査時には，

－5°Ｃに於てすら夫々１時間乃

至２時間内外で凍害斑点を現し

7こ．但し品種間に於ける強弱の

順位は一品種，一嶮定温度に於

ても例外なく前２回と同様であ

っ7こ．

　第４巨I調査の成績は第３回調

査成績と殆ど同様であって，特

に弱い品種群に於て此の傾向か

顕著である．

　以上４回の嶮定成績を通じて

明かにされず二事は，第１に嶮定

温度の高低に拘らず各品種の抵

抗力の順位に変動の無い事であ

る．従って或る時期に於ける耐

寒性の桧定は或る任意の一つの

温度で.行うだけでよいと云え

る．従って差異を明瞭に見る篤

には梢高温での嶮定が適当であ

り，比較的短い時間で多数の品

種の嶮定を行うには梢低温を用

いる方が便利であろう．第２に

明かになっす二事は１月より３月

３月より･4，5月と耐寒性の低

下する事実である．本実験に於

ては凡て11月10日播種し7こ材料

を供試しすこ埓，此の耐寒性の低

下は蚕豆の生育の進度に件うも

のであるか，材料の生育段階と

は別に単なる外界の気温上昇の
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第１図　１月15日調査蚕豆凍害曲線

第II図　３月１日調査蚕豆凍害曲線

第ｍ図　４肌2日調査蚕豆凍害曲線

第Ⅳ図　５月22日調査蚕豆凍害曲線
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潟に賊寒時の耐寒性を減じ7こものであるヵヽ，或は其の両者に基因するかは明かでない．本実験に於

て第13に示されすこ事は前述の様に時期的に耐寒性の大きな変動炉あるに拘らすその品種間順位に些

かの異動も詔められない事である．従って蚕豆゛品種の耐寒性比較の場合その瞼定期日は比較的自由

に定め得る便宜炉あり，且つ敲參季に於ける桧定には相当の低温を必要とする炉，４月に入れば梢

高い温度で嶮定炉可能になる．但し或る特定品種炉幾何迄の低温に耐え得るかという事は蔵寒時の

検定に依って始めて明かにし得る事であり，又どれ程迄の春寒に耐えられる加も敲寒時１回の嶮定

では不明である．併し品種選択の場合少しでも強いものを採用しようとするには隨時１回の嶮定で

足りよう．第４番目に比較的著しい特徴は，･1月の桧定時1こは各品種共に－100C乃至－110C以下

の低温になろと耐凍時間炉急激に短縮されているが，３月,には－8°Ｃ附近から此の傾向炉見られ，

４，５月には梢明瞭を欠く炉ほヽ5ご－6°Ｃ乃至－7°Ｃ附近から此の傾向炉表れている事であって，此

の点を記どる事,によって春季の耐塞性低下の趨勢炉察知されるようである．第５番目の大きな特徴

としては著者等炉既に行っ7こ諸種の夏作物に比較して耐寒性の極めて強い事である．之は当然の事

ではあろう炉大豆，胡瓜，南瓜，甘藷等は殆んど比較の対象にならない．唯落花生の耐塞性炉蚕豆

の４月５呼両調査当時のそれにほぼ匹敵しているのみである．更に蚕豆と殆んど栽埓期間を同じう

する碗豆と比較しても蚕豆の耐寒性炉強い．松浦の碗豆に就いての調査は本叫究の第2月調査とほ

ぼその施行期日を同じうしているが両者の耐寒性の間には約１ｏＣの開きが詔められ仁．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　要

　　（１）此の研究は蚕豆の耐寒性を知る篤に行ったものである加，蚕豆の葉を低温にさらし，凍

害の現れる迄の時間の長短に依って耐寒性の強弱を判定し7こ．

　　（２）　瞼定温度及び嶮定時期を異にし7こ場合の耐塞性（P変動をも調査し7こ．

　　（３）蚕豆６品種の調査では，中扇蚕豆最も強くおすこふく蚕豆之に次ぎ，以下あんこ蚕豆，緑

蚕豆，さぬき蚕豆，青刈蚕豆の順であっ7こ．　ユ　　ご　一　　，

　　（４）嶮定温度を種々変化しても耐塞性の品種間順位には何等変動か見られなかっすこ．

　　（５）瞼定期日炉蔽塞より晩春に至るに従って耐寒性は著しく低下し7こ炉品種間順位には旅始異

勤炉なかっ7こ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　（６）桧定温度を次第に低下すると耐塞時間加急に短縮される一種の限界点炉見られ，此の点

は嶮定時期炉遅れるに従って上昇して行っすﾆ．

　　（７）蚕豆は今回迄に瞼定を終っ7こどの夏作物よりも耐寒性が強く，同時期に栽培される碗豆

よりも更に強かっに．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUMMARY

On the Resistance of Common Bean Plant to Low Tempeねture

　　　　　　　　　　　　　byTsutomu yamasaki

(Plant Breeding Laboratory, Agriculture Faculty, Kochi University.)

　This investigation　has been undertaken to know　the　resistance　of common　bean

varieties to low temperature.

　In this experiment. the resistance t０　１０ｗ　temperature　is　measured　by　the　time

required to cause freezing injury on the crop leaves　at　each　degree　from
７５°Ｃ.to

-16°C., and to find the seasonal changes of hardiness. the test　were　repeated　four

times on Jan. 15, March l， April １２and May 22.

　The results obtaind are summarised as follows.

　　　Table 1. Time required to cause freezing injury at various temperature.

Varieties
　Date

of test･

Test temherature（゜Ｃ．）
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１２

　５

１６

１４

　５

　５

２ｊ

１９

　５

　５

３６

２６

　５

　５

　５９
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４４

１９
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Jan. 15
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